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医療 DX 推進体制の整備について 

当院では、オンライン資格確認等システムを活用し、取得した診療情報等を診療に活用しております。

また、以下を整備し、「電子的診療情報連携体制整備加算（加算 2）」を算定しております。 

■ オンライン資格確認体制 

■ マイナ保険証利用促進体制 

■ 電子処方箋発行体制 

 

【マイナ保険証ご利用のお願い】 

マイナ保険証を利用することで、受診歴・薬剤情報・特定健診情報その他必要な診療情報を 

取得・活用し、より安全で質の高い医療の提供につながります。 

 

【明細書発行体制について】 

当院では、医療の透明化および患者様への情報提供を推進する観点から、 

領収証発行時に個別の診療報酬算定項目が分かる明細書を無料で発行しております。 

明細書の発行を希望されない場合は、受付へお申し出ください。 
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情報通信機器を用いた診療について 

当院では、「オンライン診療の適切な実施に関わる指針」を遵守し、患者さまの利便性を考慮した 

オンライン診療を実施しております。 

オンライン診療での処方制限について 

初診からオンライン診療を受ける場合、以下の薬剤に関する処方は行えませんのでご了承ください： 

• 麻薬及び向精神薬 

• 基礎疾患等の情報が把握できていない患者様への以下の薬剤の処方： 

o 特に安全管理が必要な薬品（診療報酬における薬剤管理指導料 1 の対象になる薬剤） 

o 8 日以上の処方 

オンライン診療の適切な実施と患者さまの安全確保のため、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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各種施設基準・加算について① 

当院では、厚生労働省の定める施設基準に基づき、以下の加算・体制整備を行っております。 

【在宅持続陽圧呼吸療法（CPAP）】 

当院では、睡眠時無呼吸症候群に対する在宅持続陽圧呼吸療法（CPAP）を実施しております。 

CPAP 治療の安全かつ有効な継続のため、以下の体制を整備し、「在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の

注 2 に規定する持続陽圧呼吸療法充実管理体制加算」を算定しております。 

■ CPAP 使用状況の定期モニタリング 

■ 使用時間・AHI 等の確認 

■ 治療継続のための指導・支援 

■ 必要に応じた機器調整・マスク相談 

■ 機器事業者との連携体制 

 

 

【ベースアップ評価料】 

当院では、医療従事者の処遇改善を目的とした「外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）」 

を算定しております。本評価料は、医療現場で働く職員の賃上げを実施し、案心して医療を 

提供できる環境整備を行うためのものです。 

 



2026 年 6 月 1 日現在 

 

各種施設基準・加算について② 

【生活習慣病管理料（Ⅰ）（Ⅱ）】 

当院では、高血圧症、脂質異常症、糖尿病に関する療養指導に同意いただいた患者さまを対象に、 

生活習慣病管理を行っております。 

 

療養指導について 

患者さま一人ひとりに応じた目標を設定し、以下の内容について具体的な指導を行います： 

•血圧や体重管理 

•食事や運動に関するアドバイス 

•検査結果の確認 

これらを反映した『療養計画書』を作成し、患者さまにお渡しいたします。 
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各種施設基準・加算について③ 

【心理支援体制】 

当院では、患者様のこころの不調や生活上の困りごとに対し、医師による診療に加え、多職種による

心理支援を実施しております。 

■ 医師による精神療法 

■ 公認心理師等による心理支援 

■ 不安・抑うつ・ストレスへの支援 

■ 睡眠・対人関係・社会生活への助言 

■ 必要に応じた継続的支援 

患者様の状態に応じて、安心して治療を継続できるよう支援を行っております。 

これらの体制整備により、「通院・在宅精神療法の注 9 に規定する心理支援加算」を算定して 

おります。 

 

 

 

 

 

 



2026 年 6 月 1 日現在 

 

各種施設基準・加算について④ 

【児童思春期支援体制】 

当院では、児童・思春期のこころの問題に対し、医師・心理職・スタッフが連携し、 

継続的な支援を行っております。 

■ 発達特性に関する支援 

■ 不登校・学校生活に関する相談 

■ 不安・抑うつへの支援 

■ 睡眠・生活リズム支援 

■ 保護者支援 

■ 多職種による継続支援 

患者様およびご家族が安心して治療を継続できるよう、必要に応じて関係機関とも連携しながら 

支援を行っております。これらの体制整備により、「通院・在宅精神療法の注 10 に規定する児童思春期

支援指導加算 1」を算定しております。 

 


